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仲間と共に学ぶ楽しさを仲間と共に学ぶ楽しさを
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～５年生・少人数指導の授業を通して～～５年生・少人数指導の授業を通して～
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【【成果成果】】

・学習ノートや教材教具の工夫により、自分の・学習ノートや教材教具の工夫により、自分の
考えを持てる子が増えてきた。考えを持てる子が増えてきた。

・机間指導の在り方などを追求する各学年の取・机間指導の在り方などを追求する各学年の取
り組みの継続が、児童の自分の考えを持つ力・り組みの継続が、児童の自分の考えを持つ力・
熱心に問題に取り組む姿につながった。熱心に問題に取り組む姿につながった。

（２）昨年度の研究の成果と課題から



【【課題課題】】

・自分の考えを分かりやすく説明する力が弱・自分の考えを分かりやすく説明する力が弱
い。い。

・仲間の説明をよく聞き、よりよい考えを生み・仲間の説明をよく聞き、よりよい考えを生み
出したり、活用して自分の考え作りに生かし出したり、活用して自分の考え作りに生かし
ていくことがなかなかできない。ていくことがなかなかできない。



２．願う子どもの姿２．願う子どもの姿

具体物操作や絵図で表す活動を通して、考え具体物操作や絵図で表す活動を通して、考え
づくりができる子づくりができる子

低学年

高学年

中学年

絵図や式などの、かく活動を通して、多様な絵図や式などの、かく活動を通して、多様な
考えづくりができる子考えづくりができる子

仲間の考えと比べることを通して、考えをより仲間の考えと比べることを通して、考えをより
深めることができる子深めることができる子



３．研究仮説３．研究仮説

問題の意味を理解し、見通しを持たせることが問題の意味を理解し、見通しを持たせることが
できれば、子ども達は問題解決に粘り強く取りできれば、子ども達は問題解決に粘り強く取り
組むことができる。組むことができる。

自分の考えを説明したり、仲間の考えから学ぶ自分の考えを説明したり、仲間の考えから学ぶ
活動を充実させていけば、順序よく考えたり数活動を充実させていけば、順序よく考えたり数
学的な見方・考え方を広げたりしてくことができ学的な見方・考え方を広げたりしてくことができ
る。る。

「その子」に力をつけるための指導・援助の具「その子」に力をつけるための指導・援助の具
体化を図れば、一人一人に学ぶ喜びや充実感体化を図れば、一人一人に学ぶ喜びや充実感
を味わわせることができる。を味わわせることができる。



４．研究内容４．研究内容
研究内容１

一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方

研究内容２

仲間と共に学ぶ楽しさを味わう学習活動のあり方仲間と共に学ぶ楽しさを味わう学習活動のあり方

研究内容３

「その子」に力をつけるための指導援助のあり方

・ＴＴや少人数指導を効果的に取り入れた指導計画

・ねらいと評価の４観点との関わりを持たせた指導計画

・見通しを大切にした課題設定の工夫

・仲間と学び合う場を大切にした学習過程の工夫

・まとめや振り返りの場の工夫

・Ａ規準、Ｂ規準、Ｃ規準を踏まえた指導の工夫



５．実践５．実践

研究内容１研究内容１

一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方

●Ｔ．Ｔや少人数指導を効果的に取り入れた指導計画の作成

授業内容に合
わせて考えた
形態を位置づ
けた。

５年生５年生

単元名：「面積」単元名：「面積」



児童の実態より

○学習に前向きで意欲的に取り組める児童が多い。

☆児童間の学力の差が大きい。
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「数と計算」領域のテスト結果

習熟度別コース少人数について
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「図形」領域のテスト結果

・どんどんコース（Ａ評定中心）１クラス・・・・・・３２名程度

・しっかりコース（Ａ～Ｂ評定中心）２クラス・・・各２６名程度

・じっくりコース（Ｃ評定中心）１クラス（Ｔ．Ｔ）・・・１７名程度

毎時間、担任と少人数担当 計５名で習熟度別少人数指導を行う



●学ぶ楽しさや充実感を味わうための学習教具・教室環境の
工夫

研究内容２

仲間と共に学ぶ楽しさや充実感を味わう学習活動のあり方

じっくりコースでは・・・

課題解決のた
めの発問を多
くし、一人一人
が理解できる
ように努めた。



どんどんコースでは・・・
「自分の考え」を
プリントに書くこと
を毎時間繰り返
した。これをもと
に交流活動を
行った。



研究内容３

「その子」に力をつけるための指導援助のあり方

●評価計画に基づいた個々の児童に対する支援の仕方と見
届け

毎時間、評価規準表に照らし合わせた評価をし、
次時の支援につなげた。



じっくりコースでは・・・

・「底辺」「高さ」が視覚的にきちんと捉えられるように色ペンを使っ
てかかせた。

・練習問題では公式が正しく使えるように一緒に解いたり、抵抗が
あると思われる少数の問題を最後にしたりした。



６．成果と課題６．成果と課題

【【成果成果】】

一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方一人一人が自分の考えを持つ単元指導計画のあり方

・習熟度別の３つのコースに分けることにより、その児・習熟度別の３つのコースに分けることにより、その児

童にあった指導・援助ができた。特に、じっくりコースで童にあった指導・援助ができた。特に、じっくりコースで
はＴＴ指導によりきめ細かい対応が可能になった。はＴＴ指導によりきめ細かい対応が可能になった。

・評価規準Ａ・Ｂ・Ｃにより、各コースでの出口がはっきり・評価規準Ａ・Ｂ・Ｃにより、各コースでの出口がはっきり
した。した。



仲間と共に学ぶ楽しさを味わう学習活動のあり方仲間と共に学ぶ楽しさを味わう学習活動のあり方

・前時までの復習を位置づけることにより、課題追究・前時までの復習を位置づけることにより、課題追究
に見通しを持たせることができた。に見通しを持たせることができた。

・どんどん・しっかりコースでは隣同士の交流→全体・どんどん・しっかりコースでは隣同士の交流→全体
交流のパターンが身に付き指示をしなくても交流がで交流のパターンが身に付き指示をしなくても交流がで

きるようになった。きるようになった。

・授業の導入でＴＴ授業を行い、じっくりコースの子も・授業の導入でＴＴ授業を行い、じっくりコースの子も
仲間の意見から学ぶ機会をつくった。仲間の意見から学ぶ機会をつくった。

・学習プリントに毎時間の振り返りを書くことにより、・学習プリントに毎時間の振り返りを書くことにより、
教師側が児童の理解度をつかむ手がかりとなった。教師側が児童の理解度をつかむ手がかりとなった。



「その子」に力を付けるための指導援助のあり方「その子」に力を付けるための指導援助のあり方

・コース別少人数指導の中で「その子」に合わせた学習・コース別少人数指導の中で「その子」に合わせた学習
の進め方ができた。の進め方ができた。

・あらかじめ一人一人のつまづきを予想し対応を考える・あらかじめ一人一人のつまづきを予想し対応を考える
ことができた。それまで自信が持てなかった児童の中ことができた。それまで自信が持てなかった児童の中
に自信や意欲が見え始めてきた。に自信や意欲が見え始めてきた。



【【課題課題】】

・習熟度別コースの場合、ねらいや１時間の流れが・習熟度別コースの場合、ねらいや１時間の流れが
コースによって違っていてもよいのではないか、検討コースによって違っていてもよいのではないか、検討
していく必要がある。していく必要がある。

・高まりのある交流活動の手だてを考えていく。・高まりのある交流活動の手だてを考えていく。

・Ａ・Ｂ評定になる子ども達への充実感・満足感を持た・Ａ・Ｂ評定になる子ども達への充実感・満足感を持た
せる支援のあり方を考えていく。せる支援のあり方を考えていく。


